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飼料イネ裏作飼料作物の栽培

１．はじめに

最近の輸入飼料価格の上昇により、自給飼料への

ニーズが高まっていますので、作付面積の拡大、収

量の増加をすすめる必要があります。自給飼料によ

る畜産物の生産は、資源循環の面からも重要です。

飼料イネは、水稲の栽培技術を活用して栽培でき

る転作作物として注目され、広島県では平成１２年頃

から栽培され畜産農家に供給されています。栽培面

積は、平成１８年度約９０haです。栽培時期は６～１０

月頃で、収穫後から翌作付前の１１～５月は裏作物の

作付けはされていません。この期間に裏作物として

冬作飼料作物を栽培できれば、生産組織の売上増

加、粗飼料の供給増加、堆肥の利用増加になると考

えられます。

そこで、飼料イネ生産組織の協力を得て、飼料イ

ネを栽培した転作田で裏作物として冬作飼料作物の

栽培、飼料イネ収穫機（フレール型）による収穫、

調製試験を行いました。飼料イネ収穫のために生産

組織に飼料イネ収穫機が導入されていますので、収

穫機の効率利用のためにこの収穫機を用いて冬作飼

料作物の収穫、調製を行いました。飼料イネ収穫機

は、予乾をせずに収穫と同時にロール調製（ダイレ

クトカット調製）します。この収穫方法は、収穫作

業が省力化できる、土の混入が少ないなどの利点が

あるので、冬作飼料作物収穫でもダイレクトカット

調製を行いました。

飼料イネ裏作飼料作物の生産方法をまとめました

ので紹介します。

２．裏作飼料作物の品種と収穫適期

飼料イネ収穫機（フレール型）を用いて異なる時

期にイタリアンライグラス（出穂後１７、５３、６２日）

とエンバク（出穂後１、３１日）のダイレクトカット

サイレージを調製し、発酵品質と乳牛における嗜好

性を調査しました（表１、２）。

高水分ロールは、ロールの締まりが不十分で型崩

れしやすくなることが考えられます。イタリアンラ

イグラス１７日区は、ロール形状が不安定で型崩れし

ました。そのほかの区では、型崩れはありませんで

した。

表１ イタリアンライグラス ダイレクトカットロールサイレージ

水分
（％）

pH
乾物摂取量
（kg／日）

出穂後１７日 ８０．５ ３．６７ ５．８

出穂後５３日 ７１．３ ３．７４ ６．８ ａ

出穂後６２日 ６８．３ ３．７９ ５．５ ｂ

異符号間に有意差あり（Ｐ＜０．０５）

表２ エンバク ダイレクトカットロールサイレージ

水分
（％）

pH
乾物摂取量
（kg／日）

出穂後１日 ７６．３ ３．４８ ７．３

出穂後３１日 ６７．７ ３．６７ ８．７
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発酵品質は、いずれの区も良好でした。

嗜好性は良好でしたが、イタリアンライグラスで

は出穂後６２日区は低い傾向になりました。粗剛性が

増したことにより、摂取量が抑えられたと考えられ

ます。

以上のことから、飼料イネの作付に影響しないダ

イレクトカット調製に適する刈取時期は、含水率７０

％（出穂後３０～５０日）程度の時期であると考えられ

ます。

また、飼料イネ植付時期（６月上旬頃）を遅らせ

ないことも重要です。できるだけ早い時期に含水率

を下げ収穫する必要があるので、品種は極早生品種

が適すると考えられます。

３．栽培方法

飼料イネ生産組織の協力を得て、飼料イネ収穫後

の転作田で冬作飼料作物の実証栽培試験を行いまし

た。

播種作業を省力化するために、冬作飼料作物の不

耕起栽培を行いました。飼料イネ収穫後の転作田で

イタリアンライグラスを１０月中旬、エンバクを１１月

中旬に播種しました。動力散布機で施肥、播種後、

マニュアスプレッダで堆肥を散布しました。化学肥

料は、成分の流亡を防ぐために、播種時に半量施用

し残りを３月下旬に施用しました。

４．収穫、調製

収穫は、５月下旬に行いました。不耕起のため生

えムラがあり、多少雑草が混入しましたが、乾物６００

kg／１０a程度の収量が得られました。出穂後３０～４０

日の収穫になるため栄養価は出穂期刈より低下しま

すので、栄養が充足するように給与飼料の組み合わ

せに注意してください（表３、４、写真１、２）。

飼料イネ収穫機（フレール型）によるイタリアン

ライグラスとエンバクの収穫、ロール調製は、飼料

イネと同様にでき問題ありませんでした。収穫時間

は、１時間／１０a程度（９ロール）でした。冬作飼

料作物も収穫可能なので、収穫機の効率的な利用が

可能です。

ロール重量は、含水率が高いために飼料イネ（１７０

kg／ロール）より重く、２００～２５０kg／ロールでし

た。

表３ 裏作飼料作物の栽培方法

イタリアングラス エンバク
播種期 １０月中～下旬 １１月中～下旬
播種量 ３kg／１０a ６kg／１０a
堆 肥 ２t／１０a

化学肥料
N－P2O5－K2O=４－６－３kg/１０a～６－９－４．５/１０a
（不耕起栽培の場合は、元肥と追肥に分けて散布）

収穫期
（ダイレクトカット） ５月中～下旬 ５月下旬

表４ 不耕起栽培による飼料イネ裏作物実証栽培結果

品種名
化学肥料

N－P2O5－K2Okg/１０a
出穂期
（月/日）

草丈
（cm）

倒伏
（無１～甚９）

原物収量
（kg/１０a）

乾物率
（％）

乾物収量
（kg/１０a）

TDN
（乾物％、推定値）

CP
（乾物％）

イタリアングラス
ハナミワセ ４．３－５．９－１．９ ４/１２ １２６ ２ １，３８８ ３２．２ ４４７ ５４．３ ３．９
ハナミワセ ６－９－４．５ ４/１２ １３３ ３ ２，０８５ ３２．２ ６７２ ５４．３ ３．４

エンバク
スーパーハヤテ隼 ４－６－３ ４/２３ １２３ １ ２，９４０ ２５．２ ７４１ ５２．２ ５．０
スーパーハヤテ隼 ６－９－４．５ ４/２３ １２１ １ ２，４９５ ２６．１ ６５２ ５３．１ ４．７

播種期：ハナミワセ１８年１０月１８日、スーパーハヤテ隼１８年１１月１４日
播量種：ハナミワセ３kg／１０a、スーパーハヤテ隼６kg／１０a 収量調査日：１９年５月２１日
堆肥散布量：２t／１０a ロール収穫日：１９年５月２２日

写真１ イタリアンライグラスの収穫

写真２ エンバクの収穫
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収穫したロールは近隣の酪農家に供給されまし

た。ロールの品質、嗜好性は良好であるという評価

が得られました。

冬作飼料作物収穫後の６月上旬に飼料イネを移植

しました。生育に問題はなく、平年並みの収量が得

られました。

５．普及

この試験に協力していただいた生産組織では、今

年度飼料イネ収穫後にイタリアンライグラスを栽培

し、二毛作に取り組んでいます。不耕起栽培では生

えムラや雑草が混入したことから、耕起栽培をして

います（写真３）。

飼料作物用の栽培機械は所有していませんでした

が、耕起・整地はロータリーを、施肥、播種は動力

散布機を、覆土はドライブハローを使用することで

既存機械で栽培することができました。鎮圧は行い

ませんでしたが、出芽、生育とも良好です。鎮圧用

ローラがない場合は、クローラなどで鎮圧を行うこ

とも可能です。

６．収支

実証栽培結果から収支を計算しました（表５）。

労働費、償却費、地代を除いた生産費は、２４，０００

円／１０a程度でした。飼料イネ栽培により助成金を

得ているので、償却費、地代は飼料イネで負担する

ことにしました。労働時間は６時間／１０aでした。

サイレージの販売代金を乾物５０円／kgとすると、

１０aあたりでは５０円×６００kg＝３０，０００円の収益にな

ります。生産費２４，０００円を差し引いた残りの６，０００

円が、６時間の労働に対する費用として支払うこと

ができます。

このように、飼料イネ裏作物生産は、飼料イネ生

産組織には所得の増加、畜産農家には自給粗飼料の

供給増加、堆肥の利用増加という利点があるので、

取り組んでいただきたいと思います。

表５ 飼料イネ裏作飼料作物生産にかかるコスト

草種 イタリアングラス エンバク

収量（ロール／１０a） ９．６ 乾物収量 ６００kg／１０a ９．４ 乾物収量 ６００kg／１０a

原物収量 １，８７５kg／１０a 原物収量 ２，４００kg／１０a

含水率６８％、重量１９５kg／個 含水率７５％、重量２５５kg／個

費用合計（円／１０a） ２３，１１９ ２３，８０６

資材費 １８，９２４ 種子 ２，０７９（６９３×３kg） １９，６９８ 種子 ２，９６４（４９４×６kg）

堆肥 ７，０００（２t 散布料込） 堆肥 ７，０００（２t 散布料込）

化学堆肥 ４，２０２（１，８２７×２．３袋） 化学堆肥 ４，２０２（１，８２７×２．３袋）

燃料 １，２３７ 燃料 １，２１７

フィルム・トワイン ３，７９２（３９５×９．６ロール） フィルム・トワイン ３，７１３（３９５×９．４ロール）

修理費 ６１４ 修理費 ６０２

機械利用費 ４，１９５ ロール運搬費 ４，１９５（４３７×９．６ロール） ４，１０８ ロール運搬費 ４，１０８（４３７×９．４ロール）

労働時間（hr／１０a） ５．９ ５．９

写真３ イタリアンライグラス耕起栽培

３

／【Ｋ：】Ｓｅｒｖｅｒ／雪印種苗／牧草と園芸　２００８／７月号／００１‐００３　�　大坂様  2008.06.19 10.31.01  Page 3 


